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　８月２６日から２８日の間、海上保安庁は、海洋政策研究
財団支援のもと、中国・香港・韓国・ベトナム・台北の実務
関係者及び、コスパス・サーサット事務局副事務局長を招い
て会議を開催し、今後導入される新システムや、運用面の課
題などについて議論するとともに、意見・情報交換が行いま
した。コスパス・サーサットとは、遭難した船舶・航空機な
どに備え付けられた発信機からの遭難警報の位置を人工衛星
により検出し、最寄の関係国の救助機関等へ迅速に配信する
ための国際的なシステムのことです。

　５月１１日に呉を出港し、世界一周の遠洋航海に向かった
海上保安大学校練習船「こじま」は、総航程約４５，２００
ｋｍ、総日数９５日の航海を終え、８月１３日、呉に帰港し
ました。
　遠洋航海は実習や訓練の総仕上げとして実施しているもの
で、アメリカ・ギリシア・シンガポールの各海上保安機関の
見学や、寄港地における交流等を通じ国際感覚を養うととも
に、今年度は、練習船として初めてアメリカコーストガード
の船艇・航空機との合同訓練を実施しました。
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